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筑波大学は，1973年，その前身であった東京教育大学が移転する形で茨城県つくば市に

設置された国立大学である。大学の中核施設である筑波キャンパスには，257haにわた

る敷地が広がり，森林，草地，水辺，耕作地など様々な生態系をみることができる。しか

し多様な環境を有しているにもかかわらず，調査資料が一部の分類群に限られていること

や（例えば，路川・他,2005），学生および市民が利用できるガイドブックなどが作成さ

れておらず，自然に接する入口となる教材が無いことなどが課題となっている。そこでキャ

ンパス内の自然環境の特徴を知り，教育や研究に活用していくことを目的として，生物相

調査が行われることとなった。本報告では，2017年から 2018年に実施された陸産および

淡水産貝類相調査にて得られた結果を紹介する。

調査方法

調査は，2017年５月から2018年11月にかけて，茨城県つくば市中部に位置する筑波大学

筑波キャンパス内にて実施された。陸産貝類の調査は，１回につき２～３名程の調査者が

事前に決められた区域（それぞれ約１～２ha）を２～３時間程踏査し，そこで発見した

個体を観察・採集し記録する方法（合同調査）と，各自が日常生活で見かけたものを逐次

記録する方法（個人調査）の２つを用いた。合同調査は春から秋にかけ，約１か月に１回

の頻度で83地点（１回の調査につき数地点程度）を対象に実施した。調査地点は，キャン

パスをできるだけ空間的に網羅するよう選定し，森林や草地，建物近くの植込など，多様

な環境が含まれるようにした。淡水産貝類については，キャンパス内の天久保池，松美池，

兵太郎池，つくば機能植物イノベーション研究センター（T―PIRC農場）内の水田と池，

およびキャンパス中央部に位置する人工水路（通称：天の川）などにおいて，岸から目視

で個体を探索し記録した。水深のある水域については，胴長を着用し，岸から徒歩で調査

可能な深さの水域までを探索した。調査対象には死貝も含めた。

各種の生息状況は，＋（1～2地点でのみ観察された），＋＋（3～7地点で観察された），

＋＋＋（８地点以上で観察された）の３段階でおおまかに評価した。また出現種について

は，著者の一人である芳賀が2002年に予察的に実施した貝類相調査結果（未発表）とも比

較を行った。

調査時に発見した貝類は可能な限り実験室に持ち帰り標本にした。一部の標本について
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は，殻に白金等を蒸着させずに走査型電子顕微鏡下（日本電子製 JSM―5310）で観察と

撮影を行った。図示標本はコシタカシタラを除き国立科学博物館動物研究部に登録

（NSMT－Mo79044～Mo79087，Mo79112）した。本報告で用いる分類体系は Bouchet

etal.（2017）および MolluscaBase（2019）を参考とし，必要に応じて岡山県野生生物目

録 2019（岡山県野生動植物調査検討会,2019：以下，岡山県野生生物目録 2019とする）

に従った。ドブガイ類については，最近，分類学的再検討により細分された（Lopes-

Limaetal.,2020）。我が国では，形態の酷似した２種［ヌマガイ Sinanodontalauta

（Martens,1877）およびタガイ Beringianajaponica（Clessin,1874）］が知られており，

ここでは近藤・他（2011）による判別式を用いて暫定的な同定を行った。

結果

陸産貝類については，16科34種が記録された（表１）。頻繁に記録された種はヒタチマ

イマイ，ウスカワマイマイ，オカチョウジガイ，コハクガイなどであった。また環境省レッ

ドリスト2019（環境省，2019：以下，環境省RL2019）もしくは茨城における絶滅のおそ

れのある野生生物 動物編 2016改訂版（茨城県生活環境部環境政策課，2016：以下，茨

城県RDB2016）に掲載されているものが５種記録された。非在来の陸産貝類は７種確認

され，近年，人為的移入の報告されたマダラコウラナメクジやノハラノイシノシタが生息

していることがわかった。

淡水産貝類については，サカマキガイ，ハブタエモノアラガイ，ヒメタニシを含む６科

10種が記録された。ドブガイ類は，調査水域の一つである溜め池において生体２個体，死

殻39個体を採集した。形態計測の結果，これらは全てヌマガイと判別された（判別値

34.5～101.4）。ヒラマキガイ類については，キャンパス北部にある T―PIRC農場の水田内

においてヒラマキミズマイマイおよびヒラマキガイモドキを確認した。

2002年の調査（芳賀，未発表）においては，陸産・淡水産合わせて18種の貝類が確認さ

れていたが，本調査ではその全てを確認することができた（表１）。以下に，記録された

種と生息概況を記す。なお，本調査で記録された種は絶滅危惧種を含むため，採集地点の

詳細は明記していない。
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科 名1） 学 名 2） 和 名 3） 生息状況4）,5） 保全情報6） 標本番号7） 図番号8）

陸産貝類

Diplommatinidae
（ゴマガイ科）

"Diplommatina"
pusilla

ヒダリマキゴマガイ +
NSMT-
Mo79044

1-1

Achatinidae
（アフリカマイマイ科）

Allopeaskyotoense オカチョウジガイ +++（＊）
NSMT-
Mo79045

1-2

Allopeaspyrgula ホソオカチョウジガイ +++
NSMT-
Mo79046

1-3

Allopeassatsumense サツマオカチョウジガイ +（＊）
NSMT-
Mo79047

1-4

Paropeas
achatinaceum

トクサオカチョウジガイ + 外来種
NSMT-
Mo79048

1-5

Punctidae
（ナタネガイ科）

Punctum
amblygonum

ナタネガイ +
NSMT-
Mo79049

1-6

Punctumatomus ミジンナタネガイ +
NSMT-
Mo79050

1-7

表１.筑波大学筑波キャンパスにおける陸産・淡水産貝類．
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科 名 1） 学 名 2） 和 名 3） 生息状況4）,5） 保全情報 6） 標本番号 7） 図番号 8）

Discidae
（パツラマイマイ科）

Discuspauper パツラマイマイ + NT（IRD）
NSMT-
Mo79051

1-8

Helicodiscidae
（イシノシタ科）

Lucillasingleyana ノハラノイシノシタ +（＊） 外来種
NSMT-
Mo79052

1-9

Succineidae
（オカモノアラガイ科）

Oxylomahirasei ナガオカモノアラガイ +
NT（NRL）,
NT（IRD）

NSMT-
Mo79053

1-10

Gastrocoptidae
（スナガイ科）

Gastrocoptaarmigerella
armigerella

スナガイ +
NT（NRL）,
EN（IRD）

NSMT-
Mo79054

1-11

Valloniidae
（ミジンマイマイ科）

Pupisomaharpula ヒラドマルナタネガイ + 茨城県初記録
NSMT-
Mo79055

1-12

Valloniapulchellula ミジンマイマイ +
NSMT-
Mo79056

1-13

Philomycidae
（ナメクジ科）

Meghimatium
bilineatum

ナメクジ +++（＊）
NSMT-
Mo79057

2-1

Meghimatium
fruhstorferi

ヤマナメクジ ++
NSMT-
Mo79058

2-2

Limacidae
（コウラナメクジ科）

Ambigolimax
valentianus

チャコウラナメクジ +++ 外来種
NSMT-
Mo79059

2-3

Limaxmaximus マダラコウラナメクジ + 外来種
NSMT-
Mo79060

2-4

Agriolimacidae
（ノコウラナメクジ科）

Derocerassp.
ノコウラナメクジ属
の一種

+
NSMT-
Mo79061

2-5

Gastrodontidae
（オオコハクガイ科＝コハクガイ科）

Zonitoidesarboreus コハクガイ +++ 外来種
NSMT-
Mo79062

3-1

Pristilomatidae
（エゾエンザ科）

Hawaiiaminuscula ヒメコハクガイ +++（＊） 外来種
NSMT-
Mo79063

3-2

Euconulidae
（シタラ科）

Trochochlamys
crenulata

カサキビ +
NSMT-
Mo79064

2-6,3-3

Trochochlamys
fraterna

オオウエキビ ++（＊） DD（NRL）
NSMT-
Mo79065

3-4

Parakaliella
harimensis

ハリマキビ ++
NSMT-
Mo79066

3-5

Discoconulus
sinapidium

ヒメベッコウ +++（＊）
NSMT-
Mo79067

4-1

Sitalinacircumcincta コシタカシタラ + ― 3-6

Parasitalareinhardtiマルシタラ ++（＊）
NSMT-
Mo79068

2-7,3-7

EuconulidaeGen.&sp.
indet.

シタラ科の未定種 +
NSMT-
Mo79070

4-2

Helicarionidae
（ベッコウマイマイ科）

Urazirochlamys
doenitzii

ウラジロベッコウ ++（＊）
NSMT-
Mo79071

3-8

Camaenidae
（ナンバンマイマイ科）

Satsumajaponica
japonica

ニッポンマイマイ +
NSMT-
Mo79072

3-9

Aegistatokyoensis
トウキョウコオオベソ
マイマイ

+++（＊） NT（NRL）
NSMT-
Mo79073

3-10

Bradybaenapellucidaコハクオナジマイマイ + 外来種
NSMT-
Mo79074

3-11

Acustasieboldtiana ウスカワマイマイ +++（＊）
NSMT-
Mo79075

3-12

Euhadrabrandtii
brandtii

ヒタチマイマイ +++（＊）
NSMT-
Mo79076

3-13

Euhadraquaesita ヒダリマキマイマイ ++（＊）
NSMT-
Mo79077

2-8,3-14

淡水産貝類

Viviparidae
（タニシ科）

Sinotaiaquadrata
histrica

ヒメタニシ ++（＊）
NSMT-
Mo79078

5-1



確認された陸産・淡水産貝類

陸産貝類

ゴマガイ科 DiplommatinidaePfeiffer,1857

ヒダリマキゴマガイ“Diplommatina”pusillaMartens,1877（図1―1）

本研究で対象とした地域のうち，１地点でのみ生息が確認された。生息環境は道路に接

したスギ林の林床で，倒木などが散乱している場所であった。本種の学名は近年

DiplommatinapusillaMartens,1877とされてきた（例えば 山崎・上島，2005）が，本

報告では岡山県野生生物目録2019にならい， 属に疑問を示す引用符を付け

“Diplommatina”pusillaMartens,1877とした。

アフリカマイマイ科 AchatinidaeSwainson,1840

オカチョウジガイ Allopeaskyotoense（Pilsbry&Hirase,1904）（図1―2）

キャンパス内でもっとも普通にみられた種の一つであり，森林，草地，建物脇の植込な

ど広範な環境に生息していた。本種は独立種として記載されたものの，古くからフランス

領レユニオン島（L'ileBourbon）をタイプ産地とし簡略な殻の図を伴い記載された
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科 名1） 学 名 2） 和 名 3） 生息状況4）,5） 保全情報6） 標本番号7） 図番号8）

Lymnaeidae
（モノアラガイ科）

Pseudosuccinea
columella

ハブタエモノアラガイ ++（＊） 外来種
NSMT-
Mo79079

5-2

Orientogalbaollula ヒメモノアラガイ +
NSMT-
Mo79112

5-3

Galbatruncatula
コシダカヒメモノ
アラガイ

+
NSMT-
Mo79080

5-4

Physidae
（サカマキガイ科）

Physellaacuta サカマキガイ +++（＊） 外来種
NSMT-
Mo79081

5-5

Planorbidae
（ヒラマキガイ科）

Gyrauluschinensis
ヒラマキミズマイマイ
（トウキョウヒラマキガイ）

+
DD（NRL）,
NT（IRD）

NSMT-Mo79082

NSMT-Mo79083
5-6 5-7

Polypylis
hemisphaerula

ヒラマキガイモドキ +（＊）
NT（NRL）,
NT（IRD）

NSMT-
Mo79084

5-8

Ferrissiacf.F.
californica

メリケンコザラに
比較される種

++（＊） 外来種
NSMT-
Mo79085

5-9

Cyrenidae
（シジミ科）

Corbiculaleana マシジミ +
NSMT-
Mo79086

5-10

Unionidae
（イシガイ科）

Sinanodontalauta ヌマガイ +
NSMT-
Mo79087

5-11

1）Bouchetetal.（2017），MolluscaBase（2019）（http://www.molluscabase.org），および岡山県野生生物目録2019による。
和名のあるものはカッコ内に示した。

2）MolluscaBase（2019）（http://www.molluscabase.org）および岡山県野生生物目録2019による。ただし，外来種について
は国立環境研究所侵入生物データベース（https://www.nies.go.jp/biodiversity/invasive/），ヌマガイについては近藤・他
（2006）を参考とした。
3）環境庁（1993）による。ただし外来種については国立環境研究所侵入生物データベース（https://www.nies.go.jp/biodivers
ity/invasive/），メリケンコザラについては齊藤（2017），ヌマガイについては近藤・他（2006）を参考とした。

4）生息状況の基準は，+,1～2地点で観察;++,3～7地点の調査地で観察;+++,8地点以上の調査地で観察とした。
5）2002年の調査（芳賀，未発表）において確認された種には（＊）を付した。
6）レッドリストもしくはレッドデータブックに記載されている種および外来種を示す。EN,絶滅危惧IB;NT,準絶滅危惧;DD,

情報不足;NRL,環境省RL2019;IRD,茨城県RDB2016;外来種，調査地に人為的に移入された種。
7）国立科学博物館に収蔵した証拠標本の番号を示す。
8）図1～図5における番号を示す。
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図１．筑波大学筑波キャンパスから採集された陸産貝類（1）．１．ヒダリマキゴマガイ．２．オカチョ
ウジガイ．３．ホソオカチョウジガイ．４．サツマオカチョウジガイ．５．トクサオカチョウ
ジガイ．６．ナタネガイ．７．ミジンナタネガイ．８．パツラマイマイ．９．ノハラノイシノ
シタ．10．ナガオカモノアラガイ．11．スナガイ．12．ヒラドマルナタネガイ．13．ミジンマ
イマイ．



Allopeasclavulinum（Potiez&Michaud,1838）（asBulimusclavulinus;136,pl.XIV,

figs.9―10）の亜種として扱われてきた（例えば，狩野・後藤，1996）。しかし A.

clavulinumの亜種とする根拠がないとの意見があること（早瀬善正氏，私信），近年は独

立種として扱われる例がある（早瀬・他，2016；岡山県野生生物目録 2019）ことから，

本報告でもそれに従った。

ホソオカチョウジガイ Allopeaspyrgula（Schmacker&Böttger,1891）（図1―3）

個体数としては多くはなかったが，森林や建物脇の植込地の落葉下などに生息している

のが散見された。

サツマオカチョウジガイ Allopeassatsumense（Pilsbry,1906）（図1―4）

生息範囲は局所的で，森林の林床に生息していた。本種は，以前はオカチョウジガイと

混同されていたが，狩野・後藤（1996）により独立種として扱われるようになった。殻の

形態において，サツマオカチョウジガイはオカチョウジガイよりも幼若層が細く，体層に

向かい広がる細長い円錐形を呈している。また，成長脈はオカチョウジガイよりも粗く顕

著で，光沢や透明感に乏しいことから，本種は区別される。

トクサオカチョウジガイ Paropeasachatinaceum（Pfeiffer,1846）（図1―5）

分布は局所的であったが，生息地点での個体数は多かった。生息環境は草地や植込など

であった。東南アジア原産の外来種である。

ナタネガイ科 PunctidaeMorse,1864

ナタネガイ Punctum amblygonum（Reinhardt,1877）（図1―6）

生息範囲は極めて局所的で，森林の林床に生息していた。殻の表面に成長線に沿った板

状の殻皮がみられること，螺層が４層であること，螺塔が低く殻の表層部が淡褐色をして

いること（西・西，2018）などから，本種と同定した。

ミジンナタネガイ PunctumatomusPilsbry&Hirase,1904（図1―7）

生息範囲は極めて局所的で，森林の林床に少数個体が見られたに過ぎない。

パツラマイマイ科 DiscidaeThiele,1931

パツラマイマイ Discuspauper（Gould,1859）（図1―8）

生息範囲は局所的で，やや開けた森林の林床などに生息していた。茨城県RDB2016に

おいて準絶滅危惧種（NT）に指定されている。

イシノシタ科 HelicodiscidaePilsbry,1927

ノハラノイシノシタ Lucillasingleyana（Pilsbry,1890）（図1―9）

生息範囲は局所的で，道路脇の植込や森林の林床などに生息していた。北アメリカ原産

の外来種である。殻が半透明で平巻き状をしていること，生時に外套の襟部にオレンジ色

の色素が確認できたこと，触角の先端の眼に色素がみられなかったこと（Kano,1996；
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和田・山田，2015）などから，本種と同定した。

オカモノアラガイ科 SuccineidaeBeck,1837

ナガオカモノアラガイ Oxylomahirasei（Pilsbry,1901）（図1―10）

生息範囲は極めて局所的で，調査時には湿地内のヒメガマ TyphadomingensisPers.

の茎や葉上に生息していた。環境省RL2019および茨城県RDB2016において準絶滅危

惧種（NT）に指定されている。

スナガイ科 GastrocoptidaePilsbry,1918

スナガイ Gastrocoptaarmigerellaarmigerella（Reinhardt,1877）（図1―11）

生息範囲は極めて局所的で，調査時には道路に接したやや乾燥気味の草地において，ミ

ジンマイマイとともに生息していた。環境省RL2019において準絶滅危惧種（NT），茨

城県RDB2016において絶滅危惧IB類（EN）に指定されている。本種は本来海浜性であ

り，分布の北限となる茨城県においては鹿行地域に僅かな産地が知られる（茨城県RDB

2016）に過ぎない。本報告は著者らの知る限り茨城県内陸部からの記録として初めてであ

る。人為的な影響を強く受けている場所で発見されたため，在来か外来かの判断は難しい

が，少なくとも数十個体の単位で生息しており，野生環境下で一定期間，生存・繁殖して

いるものと考えられた。

ミジンマイマイ科 ValloniidaeMorse,1864

ヒラドマルナタネガイ Pupisomaharpula（Reinhardt,1886）（図1―12）

池の浅瀬に設置された杭上に生貝１個体を確認した。標本化の過程で著しく破損したた

め図（図1―12）では判別し難いが，臍孔が開口すること，螺塔が高いことから（守谷，

2004；早瀬・他,2011），近縁種のマルナタネ Pupisomaorcula（Benson,1850）と区別

される。茨城県初報告である。

ミジンマイマイ Valloniapulchellula（Heude,1882）（図1―13）

生息範囲は極めて局所的で，スナガイとともに見出された。生息環境は道路に接したや

や乾燥気味の草地の落葉下であった。

ナメクジ科 PhilomycidaeGray,1847

ナメクジ Meghimatiumbilineatum（Benson,1842）（図2―1）

キャンパス内に広く分布しており，森林，草地，建物脇の植込，樹上など，多様な環境

で観察された。

ヤマナメクジ Meghimatiumfruhstorferi（Collinge,1901）（図2―2）

個体数としては多くはなかったが，キャンパス内の複数の地点で確認された。生息環境

は，森林内の落葉下や樹木の幹表面であった。

コウラナメクジ科 LimacidaeLamarck,1801
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チャコウラナメクジ Ambigolimaxvalentianus（Férussac,1822）（図2―3）

街路樹の幹や建物脇の植込など人工的な環境を中心に，多くの地点で観察された。ヨー

ロッパを原産地とする外来種である。

マダラコウラナメクジ LimaxmaximusLinnaeus,1758（図2―4）

キャンパス内の２地点で確認された。生息環境は森林や建物脇の植込などであった。ヨー

ロッパを原産地とする外来種である。

ノコウラナメクジ科 AgriolimacidaeWagner,1935

ノコウラナメクジ属の一種 Derocerassp.（図2―5）

キャンパス内の１地点で確認された。生息環境は泥が堆積した池の辺縁部であった。夜

間から早朝にかけて複数個体が活動し，特に人工物や草本の上を活動している個体が多く

見られた。我が国で確認されているノコウラナメクジ属には，ヨーロッパ原産のノハラナ

メクジ D.laeve（Müller,1774）［＝D.reticulatum（Müller,1774）］がある（国立環境
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図２．筑波大学筑波キャンパスから発見された陸産貝類（2）．１．ナメクジ．２．ヤマナメクジ．３．
チャコウラナメクジ．４．マダラコウラナメクジ．５．ノコウラナメクジ属の一種．６．カサ
キビ.７.マルシタラ（幼貝）．８．ヒダリマキマイマイ．



研究所，2019）が，２種（D.laeve,D.reticulatum）は外部形態のみでの同定が困難で

あること，また狩野・福森（2018）により在来種も存在する可能性が議論されていること

から種は確定させずに扱った。

オオコハクガイ科（コハクガイ科）GastrodontidaeTryon,1866

コハクガイ Zonitoidesarboreus（Say,1817）（図3―1）

森林や建物脇の植込の落葉下などを中心とし，多くの地点で観察された。北アメリカ原

産の外来種である。

エゾエンザ科 PristilomatidaeCockerell,1891

ヒメコハクガイ Hawaiiaminuscula（Binney,1841）（図3―2）

森林，建物脇の植込の落葉下などを中心とし，多くの地点で観察された。本種は北米原

産の外来種であるとの見解が一般的である。いっぽう，南西諸島や小笠原諸島からの化石

個体の産出を根拠に，我が国に在来個体群が存在する可能性も示唆されている（波部，19

84；Chibaetal.,2008）。在来か外来かを明確にするには分子系統学的な検証が必要であ

るため，本報告では従来の一般的な見解に従い，外来種として扱った。

シタラ科 EuconulidaeBaker,1928

カサキビ Trochochlamyscrenulata（Gude,1900）（図2―6・3―3）

ごく限られた地点に分布しており，生息環境は森林や草地であった。

オオウエキビ Trochochlamysfraterna（Gude,1900）（図3―4）

複数の地点に分布しており，生息環境はやや開けた森林や草地であった。環境省RL

2019において情報不足（DD）にランクされている。

ハリマキビ Parakaliellaharimensis（Pilsbry,1901）（図3―5）

複数の地点に分布しており，生息環境は森林の林床や草地であった。

ヒメベッコウ Discoconulussinapidium（Reinhardt,1877）（図4―1）

複数の地点に分布しており，生息環境は森林，草地などの落葉下であった。

コシタカシタラ Sitalinacircumcincta（Reinhardt,1883）（図3―6）

分布は極めて限られており，森林の林床で僅か１個体を確認したに過ぎない。

マルシタラ Parasitalareinhardti（Pilsbry,1900）（図2―7・3―7）

複数の地点において，森林や植込内の低木の葉の裏や，樹皮の隙間などに生息している

のが確認された。

シタラ科の未定種 EuconulidaeGen.&sp.indet.（図4―2）

キャンパス南部の森林の林床で汚損の少ない死殻１個体が採集された。殻は白色半透明
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図３．筑波大学筑波キャンパスから採集・発見された陸産貝類（3）．１．コハクガイ．２．ヒメコハ
クガイ．３．カサキビ．４．オオウエキビ．５．ハリマキビ．６．コシタカシタラ．７．マル
シタラ．８．ウラジロベッコウ．９．ニッポンマイマイ．10．トウキョウコオオベソマイマイ．
11．コハクオナジマイマイ．12．ウスカワマイマイ．13．ヒタチマイマイ．14．ヒダリマキマ
イマイ．



で殻頂は低く，最大殻径は殻長の中央付近にあり，丸みのある円盤型である（図4―2a）。

後成殻の表面は全面に明瞭な螺状脈があり，やや不規則だが密な成長脈と交わり布目状を

呈し，鈍い光沢を放つ。電子顕微鏡下ではこの螺状脈は成長線上では弱まり破線状である

（図4―2b）。胎殻表面は成長線のみ刻まれ，ほぼ平滑（図4―2b）。臍孔は閉じる。軸唇は反

転して舌状にやや広がり，臍孔に被さる（図4―2a）。

白い殻色，平滑な胎殻，そして後成殻上の螺状脈は本種の際立った特徴である。学内か

らしばしば確認されたヒメベッコウは殻が淡褐色でより小型（図4―1a）であり，さらに

胎殻と後成殻表面にはそれぞれ微細な点刻列と螺溝がある（図4―1b）ことから明確に区

別される。本種は静岡県富士市より，半ば埋もれた礫の下面から死殻が報告された「ベッ

コウマイマイ科の一種」（早瀬・社家間,2004）と殻の特徴が酷似しており，同種の可能

性がある。

本種の属の所属は解剖学的・分子系統学的情報に基づく精査がなされるまで明らかでな
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図４．筑波大学筑波キャンパスから採集された陸産貝類（4）．１．ヒメベッコウ．２．シタラ科の未
定種．



い（早瀬善正氏，私信）が，科の所属はシタラ科に位置づけるのが妥当のように思われる。

Schileyko（2002）,Bouchet&Rocroi（2005）,Bouchetetal.（2017）等の見解に基づき，

近年国内では外套葉が殻上まで伸長しない広義のベッコウマイマイ類（小型のキビガイ類・

シタラ類）はシタラ科として位置づける見解が多く見られる（例えば茨城県RDB2016；

沖縄県環境部自然保護課，2017；岡山県野生生物目録 2019）ことから，本報告では仮に

本種をシタラ科の未定種として扱った。

ベッコウマイマイ科 HelicarionidaeBourguignat,1877

ウラジロベッコウ Urazirochlamysdoenitzii（Reinhardt,1877）（図3―8）

複数の地点において，森林や草地の落葉下に生息しているのが確認された。

ナンバンマイマイ科 CamaenidaePilsbry,1895

ニッポンマイマイ Satsumajaponicajaponica（Pfeiffer,1847）（図3―9）

生息範囲は極めて限られており，生息環境は草地であった。

トウキョウコオオベソマイマイ AegistatokyoensisSorita,1980（図3―10）

複数の地点において，森林や植込などの落葉下に生息しているのが観察された。環境省

RL2019において準絶滅危惧種（NT）に指定されている。

コハクオナジマイマイ BradybaenapellucidaKuroda&Habe,1953（図3―11）

分布は極めて局所的ながら，林縁や道路脇の草地において死殻が多数確認された。もと

もと西日本に分布する日本固有種だが，茨城県では 2009年頃から国内外来種として定着

しており（池澤・他，2013），キャンパス周辺でも生体が観察されている。本種は生時に

は，特徴的な鮮やかな黄色を呈する肝膵臓の着色が殻を通じて確認できるため，近似種の

オナジマイマイ B.similaris（Férussac,1822）と容易に区別される。生殖器も殻も特徴

が類似するが，波部（1953）が指摘しているように，コハクオナジマイマイは殻がより薄

く，光沢があり，螺管が太く殻長が高い傾向にあることで区別され得る（例えば Asami

etal.,1997；西・西，2018），本調査で採集された死殻はこの特徴と良く一致するうえ，

付近での生貝の目撃例もあることからコハクオナジマイマイとした。

ウスカワマイマイ Acustasieboldtiana（Pfeiffer,1850）（図3―12）

キャンパス内でもっとも普通にみられる種の一つで，草地，建物の壁，植込などを中心

に観察された。

ヒタチマイマイ Euhadrabrandtiibrandtii（Kobelt,1875）（図3―13）

キャンパス内でもっとも普通にみられる種の一つで，シラカシ Quercusmyrsinifolia

BlumeやヤツデFatsiajaponica（Thunb.）Dence.etPlanch.,ヤマグワ Morusaustralis

Poir.,ケヤキ Zelkovaserrata（Thunb.）Makinoなどの幹や葉上などに生息しているの

が観察された。
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ヒダリマキマイマイ Euhadraquaesita（Deshayes,1850）（図2―8・3―14）

複数の地点において，森林や植込内の落葉下や低木に生息しているのが観察された。１

地点あたりの個体数は１～２個体であった。

淡水産貝類

タニシ科 ViviparidaeGray,1847

ヒメタニシ Sinotaiaquadratahistrica（Gould,1859）（図5―1）

調査を行った水域のうち２地点で確認された。

モノアラガイ科 LymnaeidaeRafinesque,1815

ハブタエモノアラガイ Pseudosuccineacolumella（Say,1817）（図5―2）

調査を行ったほとんどの水域に生息していた。北アメリカ原産の外来種である。

ヒメモノアラガイ Orientogalbaollula（Gould,1859）（図5―3）

調査を行ったほとんどの水域に生息していた。

コシダカヒメモノアラガイ Galbatruncatula（O.F.Müller,1774）（図5―4）

調査を行ったほとんどの水域に生息していた。ヨーロッパ原産の外来種とされるが，在

来である可能性も指摘されている（増田・内山，2004）。

サカマキガイ科 PhysidaeFitzinger,1833

サカマキガイ Physellaacuta（Draparnaud,1805）（図5―5）

調査を行ったほとんどの水域に生息していた。北アメリカ原産の外来種である。

ヒラマキガイ科 PlanorbidaeRafinesque,1815

ヒラマキミズマイマイ Gyrauluschinensis（Dunker,1848）（図5―6）

キャンパス北部の水田にて生息が確認された。環境省RL2019および茨城県RDB2016

においてそれぞれ，情報不足（DD），準絶滅危惧種（NT）に指定されている。ヒラマキ

ミズマイマイとしたものには，これまでトウキョウヒラマキガイ Gyraulustokyoensis

（Mori,1938）とされていた形態をもつもの（図5―7）が含まれているが，トウキョウヒラ

マキガイはヒラマキミズマイマイの形態変異の一つである（早瀬・他，2016；齊藤 匠氏，

私信）との見解を踏まえ，ここではヒラマキミズマイマイとして扱った。

ヒラマキガイモドキ Polypylishemisphaerula（Benson,1842）（図5―8）

キャンパス北部の水田にて生息が確認された。本種は環境省RL2019および茨城県RD

B2016において準絶滅危惧種（NT）に指定されている。

メリケンコザラに比較される種 Ferrissiasp.cf.F.californica（Rowell,1863）（図5―9）

キャンパス内の４つの水域において観察されたが，１地点あたりの個体数は１～数個体
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図５．筑波大学筑波キャンパスから採集された淡水産貝類．１．ヒメタニシ．２．ハブタエモノアラ
ガイ．３．ヒメモノアラガイ．４．コシダカヒメモノアラガイ．５．サカマキガイ．６．ヒラ
マキミズマイマイ．７．トウキョウヒラマキガイ．８．ヒラマキガイモドキ．９．メリケン
コザラに比較される種．10．マシジミ．11．ヌマガイ．



であることが多かった。これまで我が国では，在来のカワコザラ F.nipponica（Kuroda

inUchida,1949）が広く分布すると考えられていたが，Saitoetal.（2018）によりその

多くは北アメリカ原産の本種であることが判明した。メリケンコザラとカワコザラは殻形

態が酷似しており，厳密な種同定には遺伝子レベルでの情報が必要である（齊藤 匠氏，

私信）ため，本報告では種までは確定させずに扱った。

シジミ科 CyrenidaeGray,1840

マシジミ CorbiculaleanaPrime,1867（図5―10）

調査を行った水域のうち，１地点において死殻を確認した。形態的変異が甚だ重複する

外来のタイワンシジミ類 C.flumineagroupが国内各地に浸潤し，分類は往々にして困

難を極める。アロザイム分析とミトコンドリア DNA塩基配列の分子系統に基づき，マ

シジミのアロザイムは単型で，東アジアに分布する一つのハプロタイプグループのなかで

褐色を呈する３倍体のものに相当するという見解が示されたものの，より多くのサンプル

と手法を用いて慎重に検討することが必要とされる（山田・他，2010；酒井・他，2014）。

マシジミはタイワンシジミ類と同種とする意見（Huber,2015）もあるが，本報告では殻

色が黄色や緑色ではなく，褐色を呈するものが在来のシジミ，すなわちマシジミと認識さ

れ得るという見解（山田・他，2010）を重視し，マシジミとタイワンシジミを種別するこ

ととした。日本で古くからマシジミとして認識されるものは，増田・内山（2004）に示さ

れたように，殻色が黄褐色～黒紫色で，内面は殻頂付近で青白く，殻縁付近で紺に濃色に

なり，成長線が比較的密なものである。図示標本は死殻で殻の脱灰と脱色が著しく殻皮も

劣化のため黒を帯びた黄緑色へと淡色化しているが，僅かに得られた汚損の少ない死殻を

含め何れも，タイワンシジミ類の特徴とされる殻内面の色彩パタン，淡色系の殻色，広く

規則的な輪肋といった形態（例えば：増田・内山，2004；酒井・他，2014）には合致せず，

むしろマシジミの特徴の範囲であった。

イシガイ科 UnionidaeRafinesque,1820

ヌマガイ Sinanodontalauta（Martens,1877）（図5―11）

調査を行った水域のうち，１地点において生体（２個体）と死殻（39個体）の両方を確

認した。これらの殻の形態を計測した結果，判別値の範囲は 34.5～101.4であった。また，

殻長が 10㎝を超えるものが多数見つかったことから，タガイは通常，殻長 10㎝を超え

ないとする川瀬・山本（2016）の見解を考慮し，ヌマガイとして扱った。

考察

筑波大学筑波キャンパスは関東平野の低標高地に位置しており，主にアカマツ林，畑地，

水田であった土地が開発されてできた空間である（筑波大学，1985）。敷地内には森林や

草地，水辺などが維持されているものの，これらはキャンパス設置時に造成されたものが

ほとんどであり，現在は道路や人工構造物などで分断化されている。また日常的に多数の

人が往来していることから，その自然環境は人為的な影響を強く伴うものとして位置づけ

られる。このような場所は，身近な自然として重要であるものの，貝類の好適な生息地と

は考えづらく，調査を始める前にはどのような貝類相が成立しているのか全体像がよくわ
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からない状況にあった。そうした中，本研究では陸産34種，淡水産10種，あわせて44種の

貝類が発見され，うち陸産５種，淡水産２種の計７種は環境省RL2019または茨城県RD

B2016に掲載されているものであった（表１，図1～5）。

陸産貝類については，関東平野に広く分布するヒタチマイマイや，人家近くに生息する

とされるウスカワマイマイ，オカチョウジガイ類が高頻度で記録された（表１）。樹上性

であるヒタチマイマイは，キャンパス内の広葉樹林内に広く分布しており，特にシラカシ

やヤツデ，ヤマグワ，ケヤキなどの幹や葉の上などに生息していた。ウスカワマイマイや

オカチョウジガイ類は樹木のない，建築物近辺でも散見された。一方，生息地点は極めて

限られるものの，主に海岸付近から多く報告され（環境庁，1993），かつ茨城県RDB2016

で絶滅危惧IB類 に区分されるスナガイや，環境省RL2019で準絶滅危惧種に指定されて

いるナガオカモノアラガイ，北日本に分布が偏るパツラマイマイ，茨城県初記録種のヒラ

ドマルナタネガイ，シタラ科の未定種などが生息していることは，予想外の発見であった。

スナガイについては今後の検証を必要とする。黒住（2011）は千葉市の例をもとに，本種

が人工的な草地にも分散していることを記して外来個体群の移入を示唆している。筑波キャ

ンパスは本来の生息地と考えられている海岸林とはるかに離れていること，本種が発見さ

れた地点は人為攪乱をともなう市街地的な環境下の土壌であることから，人為的移入が疑

われる。さらに絶滅危惧種ではないものの，都市域にはほとんど生息していないニッポン

マイマイ（上島・他，2000）が確認された。これらの種が確認されたのは，キャンパス内

に小面積で残存する森林や草地であった。こうした場所は，道路や建物の設置による土地

改変を極力避けるなど，何らかの保全措置を講じていくべきであろう。外来種については，

チャコウラナメクジやコハクガイといった，日本全国に既に広く定着しているものに加え，

マダラコウラナメクジやノハラノイシノシタといった，近年，我が国に侵入の確認された

種が記録された。マダラコウラナメクジは，2006年に茨城県土浦市内で発見され（長谷川・

他，2009），急速に分布拡大している大型コウラナメクジ類である。キャンパス内では少

なくとも２地点において生息していることが明らかとなり，今後の動向について注意が必

要である。

淡水産貝類は 10種が記録され，調査を行った地点の多くで外来種のサカマキガイやハ

ブタエモノアラガイが優占していた。キャンパス内の池の水は概して閉鎖的かつ嫌気的な

環境となっている。また調査した池のうち，キャンパス造成時より前から存在していた池

は松美池の一カ所であり，その他の水域は谷津田やヨシ原に水を溜めてできた造成水域で

ある（筑波大学，1985）。調査時には，淡水産貝類を含む水生生物を捕食することで知ら

れるアメリカザリガニ Procambarus（Scapulicambarus）clarkii（Girard,1852）もたび

たび観察された。本調査対象地における淡水貝類相の貧弱さは，これらのことが要因となっ

ている可能性が高い。しかしキャンパス北部の水田では，ヒラマキガイ類が高密度で生息

しており，他の調査水域と明瞭に異なる貝類相がみられた。さらに，調査水域の一つでヌ

マガイの死殻が多数，また生貝が２個体発見された。殻のサイズは大型のものが多かった

が，世代交代を行っているかどうか，更なる調査が必要である。

2002年に行われた予察的な調査では，筑波キャンパス内から18種が確認された。44種を

記録した今回の調査では，その全てを確認することができた（表１）。調査期間や対象区

域が著しく異なるため，単純に比較することはできないが，ヒタチマイマイやウスカワマ
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イマイ，ヒダリマキマイマイといった大型の陸産種の生息状況は当時と大きく変化してい

ないものと考えらえる。全体の発見種数に対し，外来種であることが明らかである種の割

合は，2002年 は 27.8％（陸産 15.4％，淡水産 60.0％），今回は 22.7％（陸産20.6％，淡

水産30.0％）であった。今回，調査労力の増加から確認された種の数は大幅に増えている

ものの，その中には新たに確認された外来種も含まれているため，割合の変化としては小

さかった。

本研究の結果から，筑波キャンパスは人為的攪乱を受けているものの，全体として多種

多様な貝類の生息地となっていることが明らかにされた。貝類は，環境指標性に優れ，子

供でも手に取って容易に観察することができる生物群である。調査の成果は，大学におけ

る教育，研究，保全活動などに役立てられることが期待される。
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Abstract:TheUniversityofTsukubaCampusinTsukubaCity,IbarakiPrefecture,

centralJapan,isapproximately257haandhasvarioustypesofecosystemsuchasfor-

ests,grasslands,andponds.Herewereporttheresultsofourfieldsurveysof
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terrestrialandfreshwatermollusksfoundonthecampusanddescribethemolluscan

fauna.ThefieldsurveywasconductedbetweenMay2017andNovember2018.Inmost

cases,twotothreepersonsinvestigatedaspecificareaofthecampusandrecorded

molluscanspeciesobservedbyatleastoneofthem.Interrestrialecosystems,34spe-

cieswererecordedintotal.FrequentlyobservedspecieswereEuhadrabrandtii

brandtii,Allopeaskyotoense,Acustasieboldtiana,andZonitoidesarboreus.Wefound

relativelyhighspeciesdiversityinforestsandgrasslands,despitethesehabitatsbeing

fragmentedbyroadandbuildingconstruction.Tenmolluskspecieswererecorded

fromfreshwaterenvironswitharelativelyhighratioofintroducedspecies.Fiveter-

restrialandtwofreshwaterspeciesappearintherespectivenationalandprefectural

redlists.Thesefindingscanbeusedforeducation,managementofintroducedspecies,

andidentificationofimportantareasforconservationinthefuture.

【追記】本稿で引用されている「岡山県野生動植物調査検討会（編）岡山県野生生物目録

2019」は，現在 ver.1.0から ver.1.1に改訂されている。引用文献リストにある URLに

アクセスすると，表示されるのは ver.1.1である。

（2020年５月１日，編集幹事）
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